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菊川市情報発信資料

情報提供日：令和４年２月 14日 

問い合わせ：総務部地域支援課  

市民協働係（℡：0537-３５-0925） 

送信者：菊川市秘書広報課（0537-35-0924） 

（件名）オンライン（Ｚｏｏｍ）併用による開催 

菊川市１％地域づくり活動交付金 

活動報告会を開催します 
(市内初 ・ 中東遠初 ・ 県西部初 ・ 県内初 ・ 全国初 ・ 珍しい) 

１ 主旨・目的
  １％交付金を活用した団体に活動を行うこととした背景や目的、活動における課題や

その解決方法、また活動による効果や成果を発表してもらいます。今年度は、令和３年

度に１％交付金を活用して活動を行った４団体に加え、市外から NPO 法人はまおか日本

語教室をお招きし、発表を行っていただきます。 

２ 概要 

（１）日 時 ３月 19日（土）午前９時 30 分～11 時 30 分

（２）会 場 プラザきくる３階会議室

・発表者がスライド等を用いながら発表を行います。

・発表会場の様子をオンライン（Zoom）にて、共有します。

・小笠高校主催の小さな収穫祭と同日開催を予定しています。

（３）参加者 １％交付金審査委員、１％交付金活用団体、一般見学者

（４）内 容 活動報告団体（５団体各 10 分）

①キクルデツクル

②NPO法人菊川まちいき

③そばづくりクラブ アグリろくごう

④横地コミュニティ協議会

⑤NPO法人はまおか日本語教室

（５）主催者 地域支援課 市民協働係（TEL 0537-35-0925）

※当日連絡先：菊川市市民協働センター（TEL 0537-35-2220）まで
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情報提供日：令和４年２月 14日 

問い合わせ：生活環境部 環境推進課 

環境推進係（0537-35-0916） 

 

送信者：菊川市秘書広報課（0537-35-0924） 

（件名）市内初！ スウェーデン発祥のごみ拾いスポーツ 

「プロギング」を加茂小学校６年生が  

体験します！ 
 (市内初 ・ 中東遠初 ・ 県西部初 ・ 県内初 ・ 全国初 ・ 珍しい) 

  

１ 主旨・目的 
    加茂小学校６年生が、地域の一員として菊川市のためにできることとして、

市環境推進課と一緒に「プロギング」を行います。併せて、ＳＤＧｓの 12 番

目の目標である「つくる責任つかう責任」に焦点を当て、ごみとリサイクル・

食品ロスについての出前講座を開催します。自分たちの住むまちの環境に関

する問題をより深く知ってもらい、行動するきっかけづくりとします。 

   ※プロギングとは、ジョギングしながらごみを拾うスウェーデン発祥の新スポーツ

です。名称はスウェーデン語の「plocka upp(拾い上げる)」と英語の「jogging(ジ

ョギング)」を合わせたもの。同国のアスリートが 2016 年に始め、世界に広がっ

たとされています。 

 

２ 概要 

（１） 日 時  ３月７日（月）10：30 ～ 12：20 
                     

（２） 会 場  加茂小学校 

 

（３） 参加者  加茂小学校６年生 77名、教職員４名 

          環境推進課職員 数名 他 
 

（４） 内容・日程  
・加茂地区内を４つのチームに分けてプロギング 

・環境推進課職員による出前講座 
 

（５） 主催者   
     加茂小学校（担当：岡本）      TEL：0537-35-3347 

     環境推進課環境推進係（担当：松本） TEL：0537-35-0916 
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情報提供日：令和４年２月 14日 

問い合わせ：健康福祉部長寿介護課  

高齢者福祉係（℡：0537-37-125４） 

送信者：菊川市秘書広報課（0537-35-0924） 

（件名）菊川市版人生会議ノート 

「私のこれからノート」が完成しました！ 

(市内初 ・ 中東遠初 ・ 県西部初 ・ 県内初 ・ 全国初 ・ 珍しい) 

１ 人生会議とは 

「人生会議」とは、アドバンス・ケア・プランニングの愛称で、大切にしてい

ることや望み、どのような医療やケアを望んでいるかについて、自ら考え、また、

信頼する人たちと話し合うことを言います。 

 

２ 主旨・目的 

高齢者に限らず、命に関わる怪我や病気をしたとき、自分が望む生活や医療・

ケアを叶えるには、自分の希望や価値観が重要なウエイトを占めます。しかし、

厚生労働省は、命の危険が迫った状態に陥ったうちの約７割の人は、自分の希望

を考えられなくなる、または周囲に伝えられなくなるのが現実だと示しています。 

一人ひとりが我が事として捉え、希望する生活や医療・ケアについて前もって

考え、周囲の信頼する人たちと話しあい、共有することが重要となります。話し

合いの重要性はわかっていても、実際に行動にうつすことが難しいのが現状であ

ると考えられます。 

そこで、自分の希望や価値観などを話し合う一つの手助けとして、人生会議  

ノートを作成しました。   

 

 

 

 

 

裏面あり 



３ 概要 
  ●ページ数・Ａ４カラー 計 12ページ（表紙、背表紙含む） 

  ●主な内容 ①わたしのこと 

        ②大切にしていることは何ですか？ 

        ③信頼できる人は誰ですか？ 

        ④治療などについて考えてみましょう 

        ⑤これからのことを考えてみましょう 

        ⑥考えたことを伝えましょう 等 

 

●周知・配布について 

    令和４年２月４日：令和３年度きくがわ医療・介護連携多職種研修会の 

教材として使用・紹介（活用方法等について検討予定） 

    研修会以後：希望する専門職に配布 

    令和４年度：市民向け講演会等で周知（８月頃を予定）  

    講演会以後：随時希望する市民に長寿介護課等に窓口配布 

    令和５年度：出前行政講座メニューに追加（予定） 
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情報提供日：令和４年２月 14日 

問い合わせ：建設経済部建設課管理係 

 

送信者：菊川市秘書広報課（0537-35-0924） 

（件名）静岡県袋井土木事務所 道路管理事業の紹介 

主要地方道掛川浜岡線に 

「冠水センサー付きボラード」を設置しました！ 

 

１ 主旨・目的 

菊川市半済地内（５丁目地区）の主要地方道掛川浜岡線では、令和３年７月 29

日（木）早朝の局地的な豪雨により、時間雨量 80 ミリ以上を観測し、複数の箇所

で道路が冠水したことで、沿道の住宅地への浸水被害が発生しました。 

このため、道路冠水情報をいち早く地域住民や行政機関に伝達出来る仕組みとし

て、静岡県袋井土木事務所が「冠水センサー付きボラード」を半済地内と下平川・

棚草地内の２箇所に設置しました。 

 

２ 概要 

 「冠水センサー付きボラード」は、道路冠水が５cm 及び 10cm に達すると非常灯

（赤色）が点滅し、通行人及び通行車両に知らせるほか、県と市にメールで自動通

報される仕組みとなっており、通行規制など迅速な初動対応が可能となるため、沿

道の住宅地への浸水被害の軽減に繋がります。また、今回半済地内と合わせて設置

した、下平川・棚草地内の主要地方道掛川浜岡線（掛浜バイパス）は、令和元年

10月 12 日（土）に襲来した台風 19 号の際に大きな道路冠水が発生した箇所です。 

 

３ 主催者 

静岡県袋井土木事務所 維持管理課（TEL：0538-42-3216） 

  静岡県袋井土木事務所 掛川支所（TEL：0537-22-6275） 

 

４ 問合せ 

菊川市建設経済部 建設課 管理係（TEL：0537-35-0902） 




